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シス テ ム デザ イン の た めの

応用 マ ル チ ス ケ
ー

ル シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン特集号 を企画 して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 薄 良彦＊ ・田村　直樹 †

　計算機シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン に よ る大 規 模 複 雑現 象 の 解析

技術 は，防 災，環境 ・エ ネル ギ ー，バ イ オ，医療 や モ ノ

づ くりな どの様 々 な分野 に おい て 理論 か ら実戉 につ なが

る研光成果 を もた らし，実 IU’界 に お い て 大 い に活用 さ れ

て い る ．こ こ に 至 る に は 計算機本体 の ハ
ードウ ェ ア ・

ソ

フ Fウ ェ ア の 発展，有限要素法や 柆 ∫法な どめ数値計算

手法の 開発，モ デ ル 化技術 の 進 展 な ど多方面 か らの 基礎

研 无の 恩恵 に よ る と こ ろ が 大 き い ，

　 シ ミ ュ レーシ ョ ン に よ る解析技術の 適用 に お い て ，設

定 した 研究
・
技術課題 をどの よ うに定式化 （モ デ ル 化）

し，計算機 シ ミ ュ レーシ ョ ン が 活用 で きる レ ベ ル まで 分

析 （コ
ー

デ ィ ン グ 〉す る か は，対象 ご との 特徴 を 踏 ま え

た ア イ デ アや 工 夫 を必要 とす る 場合が 多く，個別対処的

に な ら ざる をえな い ．一
方 ， 個別 の 応 用 例 に

一
般 的 に 通

用可能 な多 くの ア イ デ ア や 工 夫 が 含 まれ て い る こ と も事

実で あ る．

　さ らに，解析技術適用 の 目的 が シス テ ム デザ イ ン ー制

御 シ ス テ ム や シ ス テ ム 自体 の 設計，（広 い 意味 に お い て ）

モ ノ づ く り一で あ る 場合，複雑現象を計算機 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン で 再現 し解 析 す る 技術 だ けで は不 十 分 で あ り，デ

ザイン に 向け た，シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 幅広 い 活用 を含 む

シス テ ム 制御技術 の さ ら な る体系化が 必要 と考 え られ る．

こ の体系化を進 め る に お い て も個 別 の 応用例を検討す る

こ とが重要で ある．

　本特集 号 で は 上述 を 踏 ま え て ，モ デ ル化 か ら計算機 シ

ミ ュ レ
ーシ ョ ン に よ る 解析 や 設計技術 に つ い て ，実世界

に供 され て い る研 究 ・開発 事例 を紹介す る こ とを 目的 と

した．こ れ に よ り，産業界 や学界の 様 々 な 組織 に お い て

計算機 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を解析 か らシ ス テ ム デ ザ イ ン に

至 る まで ト
ー

タル に活用す る 際 に参考とで き，さらに 有

効活用 に 至 る まで を本特集号 の 目標 と した．

　 シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン 技術が多岐 に わ た る こ とか ら，本特

集号で は
， 近年注 目 を 集 め て い る マ ル チ ス ケー

ル
・マ ル

チ フ ィ ジ ッ ク ス の シ ミ ュ レーシ ョ ン技術 （以 下 で は単に

マ ルチ ス ケ
ー

ル シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン と よ ぶ ）の 応用 に 着 目

した．マ ル チ ス ケ
ー

ル ・マ ル チ フ ィ ジ ッ ク ス とは 多時問・

多空間ス ケール が 混在 した 物理現象 を対象 とす る学 問 領

域 で あり，前述 の 計算機 シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン を用 い た解析

技術 の 発展 に 呼応 し注 目 を集 め て い る．流体，電気 機

械，構造，生 体 な どの 融 合 シ ス テ ム の 解析技術 や 汎用 ソ

’
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† 神鋼 リサ
ー

チ （株）

フ トウ ェ ア パ ッ ケ
ージ の 開発 は 目覚 ま しい もの が あ り，

分野 や 業 種 を横 断 した シ ス テ ム デ ザ イ ン に お い て 重要で

あ る．本特 集 号 で は ，モ ノ づ くり，技術，サ イエ ン ス へ

の マ ル チ ス ケ ール シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン技術 の 応 用 事例 を寄

稿頂い た．
．
天野晃氏 （立命館犬学）に は1

．
生付機能シ ミ葱 レ

こ
ン

．
ヨ

．

ン の 現状 と展望 に つ い て 執筆頂 い た ．シス テ ム モ デ ル
，

第
一

原 理 モ デ ル と よぶ 二 種類の モ デ ル と そ の研究事例 の

紹介 を通 して ，生命科学 に お け る シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン 技術

の 彳x 割 や そ の 創 薬 へ の 展 開 な どに つ い て ，興味深 い 内容

を解説頂い た．

　磯部冥志氏 〔ア シ ッ ク ス ）に は，ス ポ
ー

ツ シ ュ
ーズ の

デ ザ イ ン に対す る 最適化 シ ミ ュ レーシ ョ ン技術 の 適用 を

紹介頂 い た．グ リ ッ プ性，安定性，軽量性 な どの 要 求を

満 た す野球 ス パ イ ク を トポロ ジー
最適化 に よ り実現 し

て い く内容 は興味深 く，シュ
ーズ の 高機能化へ の シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン の 必要 1生を指摘 頂 い た．

　申 川 知和氏 （神戸製鋼所），諏訪多聞氏 （富士通）に

は，海岸波動の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン へ の 粒子法の 適用 につ

い て 解説頂 い た．護岸や 人工 リ
ー

フ の デ ザ イ ン に向けて

海岸波勣現象 を予測す る技術 に 取 り組 む 興味深 い 話題

で あり，海波 の 遡 上 や 砕波な どの 複雑現象の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン事例 を実験結果 とあ わせ て 紹 介 頂 い た ．

　高橋桂子氏 （海洋研究開発機構） には，気 象 ・気候変

動 に 伴 う災害予 測 技術へ の 大規模 シ ミ ュ レーシ ョ ン の 適

用 に つ い て執筆頂い た．地球 シ ミ ュ レ
ータ を活用 し た 大

気海洋結合 モ デ ル の シ ミュ レ
ー

シ ョ ン を，全 （地）球か

ら都市 ス ケ
ー

ル に お け る 降水分布や 温度分布，流速分布

な ど の 興 味深 い 図 と と もに 解説頂い た．

　最後に，中 谷景
一

氏 （計算科学振 興財 団 ）に 「最 速 ス

パ コ ン 」 の 座 を獲得 し今秋本格稼働 した 「京 」 の 話題 を

含 むス
ーパ ーコ ン ピ ュ

ー
タの 研究支援や産業利用 に 関 し

て 解説頂 い た．

　以上，シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン 技術 の応用 に関 わ る 五 つ の 解

説 を通 して ，本特集号 が解析 か らシ ス テ ム デザイ ン に 至

る シ ミュ レーシ ョ ン 技術 の 有効活用 の き っ かけに なれ ば

幸 い で あ る．

　 最後 に ，本特集号を企 画す る に あ た り，ご 多忙 中 に も

かかわ らず，外部 に公表し に くい 内容 を含め て ご 寄稿頂

い た執筆者 の 皆様，本 企 画 の立案 ・実現 に ご協力頂い た

編集委員会 の 皆様 ほ か，ご協力を頂い た皆様 に厚 く御礼

申 し上 げ ます，

　　　　　　　　　　　　　　 （2012 年 10 月 9 日受付）
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